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研究成果の概要（和文）：過去10数年の間に身体的感覚と心理過程の関連を検討する身体化認知の研究が大きく
進展した。その中で身体的な温かさ・冷たさの経験と対人関係に関わる認知過程の関連が検討され、身体的な寒
さの感覚は、他者とのつながりが疎であるという認知と結びついていることが示されてきた。先行研究を踏ま
え、身体的な温かさの経験が、他者との関係が円滑であることの手がかりとして働き、相互理解の過大視につな
がることを心理実験によって検討した。その結果、身体的な温かさの経験は相手の意図や性格を理解できると思
う程度を促進することが示された。

研究成果の概要（英文）：In last ten years or so, significant progress has been made in the study of 
embodied cognition, which examines the relationship between bodily states and psychological 
processes. The previous research, which examined the relationship between the experience of physical
 warmth/coldness and the cognitive processes, has revealed that physical warmth and perception of 
loneliness are linked. Based on previous research, this research examined whether the experience of 
physical warmth works as a clue to the smoothness of relationships with others and lead to 
overestimating mutual understanding between communication partners. Psychological experiments were 
conducted, and they revealed that the experience of physical warmth facilitates the degree to which 
we think we can understand the other person's intentions and personality.

研究分野： 社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
身体的温かさの経験が、対人相互作用場面における相互理解の過大視につながるという本研究の実験結果は、身
体化認知研究の進展に寄与するものである。現実場面への適用には結果が一般化できるか確認が必要ではある
が、現実の相互作用場面における応用可能性が考えられる。たとえば、相互作用場面において、情報の正しい共
有が必要な場面などでは、冷たさを感じさせることで、相互理解の過大視が低減される可能性が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  
（１）本研究は、身体化認知（embodied cognition）の中でも特に身体的な温かさ・冷たさの感
覚に焦点を当てるものである。社会心理学における身体化認知は、2000 年代から急激に多くの
研究が行われるようになった、比較的新しい研究領域である。身体化認知の研究の中にあって、
温度（温かさ・冷たさ）の感覚は、温かさ、冷たさという抽象概念との連合だけでなく、対人関
係の親密さ（温かさ）と孤独（冷たさ）の感覚と結びついていることを示す研究が報告されてい
た。例えば排斥を経験することで寒いと感じる（e.g., Zhong & Leonardelli, 2008）、寒いと感じ
ることで他者との距離を遠く感じる（e.g., Ijzerman & Semin, 2009）などである。 
日常言語でも“温かく”もてなされた、“冷たく”あしらわれた、というような表現に典型的

に見られるように、我々はしばしば他者との関係性を温かさ、冷たさを用いて表現する。そして
日常的に特に意識することなく、そういった“温かい”関係性、“冷たい”関係性に応じた反応
をしていると考えられる。そこで、他者との相互作用において、相手との関係性に対して感じら
れる温かさや冷たさが、その相手との相互作用を円滑に進めるために適切な認知過程、行動を生
起させる手がかりとして働いている可能性を検討したいと考えた。 
先行研究では、物理的な温かさ、冷たさの感覚が、認知過程や行動に与える影響を検討したも

のは存在するものの、その対象となっているのは、その場にいない（見知らぬ）人物に対する印
象評定や行動、あるいは認知課題への回答で、相互作用の相手に対する理解や相手への働きかけ
ではなかった。そこで、対人相互作用場面において重要な役割を果たすと考えられる認知過程で
ある、相手の心的状態の推論を取り上げ、身体的温かさ、冷たさの感覚が、この推論方略に与え
る影響を検討したいと考えた。 
（２）本研究を開始した時期は、身体化認知の研究が進展する一方で、研究知見を再現できない
という報告もされはじめていた（これは身体化認知に限定されない問題で、社会心理学、特に社
会的認知の領域の研究において再現性の低さが指摘されていた）。このように研究結果が一貫し
ない理由を説明することができる要因を見出すことが、研究知見の整理につながると考え、先行
研究で用いられていた尺度の適切性について検討することとした。 
 
２．研究の目的 
（１）身体的温かさを経験することで、相手との間が親密である場合にとられやすい推論方略、
すなわち自己中心的な推論方略が用いられやすくなることを実験室実験を通じて検討する。具
体的には、相手の心的状態に自分を投影する自己中心性が強まり、十分に説明しなくても自分の
感情や意図が相手に伝わる、十分な説明がなくても相手の感情や意図を理解できたと思う透明
性の錯覚が増大し、反対に冷たさを経験することで、相手と距離がある場合にとられる推論方略
が採用されやすくなり、自分自身の投影が抑制され、認知的自己中心性が低減し、透明性の錯覚
が減少することを示す。また、相手と自分が異なる立場にあるときに、相手の立場に立つこと（視
点取得）は、温かさの経験によって弱まり、冷たさの経験によって促進するか検討する。 
 
（２）身体的冷たさ、温かさの感覚、さらには身体的温かさの制御と対人関係における人との距
離感、すなわち、孤独感の関係について質問紙調査によって検討する。先行研究で用いられてい
た尺度や従属変数についてその適切性を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）実験室実験 実験参加者は実験室において温かいもの、または冷たいものを把持、または
身につけることにより、身体的温かさまたは冷たさを経験した。使用したのは布でくるんだ使い
捨てカイロまたは冷やしたジェルパッド、温水または冷水をいれた氷嚢であった。またこの操作
を実行するためにカバーストーリーが用いられた。これらを把持している（あるいは身につけて
いる）間に相互作用相手の心的状態の推論に関わる課題に回答、あるいは視点取得課題を行った。
心的状態の推論に関わる課題は、これまで透明性の錯覚の研究などで用いられ、デフォルトの状
態で透明性の錯覚が生じることが確認されている課題を用いた。視点取得課題も、先行研究にお
いて自己中心的な判断を検出するために用いられた課題を用いた。実験の最後には必ずデブリ
ーフィングを行い、実験参加者に実験の目的を説明し、カバーストーリーを用いたこと、前もっ
て実験の真の目的を説明しなかったことについて了承を得た。 
 
（２）質問紙調査 研究結果が一貫しない先行研究の問題点を検討するために質問紙調査を行
った。 
 
４．研究成果 
（１）①透明性の錯覚（意図の理解） 身体的な温かさの感覚が他者との相互理解の感覚を促進
するのか、実験室実験によって検討した。参加者は互いのことを知らない２名の女子大学生で、
曖昧なイラストによるメッセージの伝達（コミュニケーション）課題を使用して、実験室内でメ
ッセージの伝達を行った。実験参加者は温かさを体験する条件、冷たさを体験する条件のどちら
かにランダムに割り振られ、さらにイラストを選択してメッセージを送る伝達者役とメッセー
ジを解読する解読者役にランダムに割りふられ、伝達者役は自分のメッセージが正しく理解さ
れると思うか、解読者役はメッセージを正しく理解できたと思うか回答し、実際の正答数と比較



した。このような推測においては意図が伝達と相手の意図の理解できることについて過大視（透
明性の錯覚）が生じることが知られてい
る。身体的温かさを経験している場合に
冷たさを経験している場合に比べて透
明性の錯覚が強まるかを検討した。 
伝達者においては、実際よりも相手に

自分の意図が伝わっていると予測し、解
読者においても実際よりも相手の意図
が理解できていると予測しており、透明
性の錯覚が生じていることが確認でき
た。さらに、解読者においては予測通り、
身体的に温かいと感じることで、より伝
達者の意図が理解できると考え、透明性
の錯覚が強まっていた。一方、作成者に
おいては、身体的な温かさの経験は自分の意図が相手に伝わる程度の過大視の大きさに影響し
ていなかった。視点取得傾向の個人差を併せて分析したが上記の結果に影響はなかった。 
②透明性の錯覚（内面の理解） 部分的に開示された情報から他者を理解できる程度の推測なら
びに自分を理解してもらえる程度の推測が、身体的温かさを経験することで過大視されるだろ
うという仮説を検討した。参加者は温かさを体験する条件か、冷たさを体験する条件のいずれか
にランダムに割り振られた。温かいまたは冷たい氷嚢を把持した状態で、自分が回答した質問紙
を見た他者が、その回答からどの程度自分の性格を理解できるか、また、他者が回答した質問紙
からその回答者の性格がわかると思うか回答した。自分が他者に理解される程度、他者を理解で
きる程度のいずれにおいても、体験した温度の効果があり、温かさを体験している場合の方が、
理解される、理解できると回答していた。つまり、回答者は、非常に限られた情報に基づいた他
者との相互理解の予測において、温かさを経験している時の方が理解できると推測していたこ
とになる。①と②を併せると、温かさを経験することは予測通り、相互作用する他者との間の透
明性の錯覚を強める（理解できている、理解されているという感覚を強める）ことを示唆する結
果が得られたと言える。つまり、温かさの経験は相手との近しさの手がかりとして働いている可
能性が考えられる。ただし、①においては、意図が伝わると思う程度に温かさの経験が影響する
ことは確認できていない。これが課題の特異性によるものなのかどうかさらなる検討が必要で
ある。 
 
（２）視点取得 相互作用の相手と自分が置かれている立場が異なる場面でのコミュニケーシ
ョン課題を用いた実験では、身体的な冷たさ、温かさの経験が視点取得に与える影響を見いだす
ことはできなかった。冷たさを経験した場合と温かさを経験した場合で、部分的に違いが認めら
れた部分もあり、能動的な視点取得を必要としない場面において、温かさを経験する方が、判断
が速い傾向があった。これが、温かさの経験により、情報処理が簡略化され、結果的にスムーズ
なコミュニケーションが進むことを意味するのか、さらなる検討が必要である。 
 
（３）身体的冷たさ（寒さ）の制御と孤独感 身体的な冷たさの感覚と対人関係における距離（疎
遠さ、孤独）が結びついており、孤独感を身体的な温かさによって制御しようと試みられること
を入浴習慣を用いて示した Bargh & Shalev(2012)の知見は、後続の研究で再現されなかった。
この結果が一貫しない理由を探るため、入浴以外の身体的な温かさをコントロールする方法や
寒さを嫌悪したり、回避する傾向についても併せて尋ね、孤独感との関係を検討した。さらに先
行研究で孤独感の指標として用いられている UCLA 孤独感尺度に加え、所属欲求（人とのつなが
りを求める傾向）尺度ならびに「寂しがり屋」の自己認知（自分を寂しがり屋と捉えているかど
うか）についても検討した。UCLA 孤独感尺度は、孤独な状態にあるかどうかを測定しているが、
その状態についての評価は尋ねていない。身体的温かさのコントロールを通じて孤独感を制御
するという想定の基礎には、孤独な状態にあるときに他者とのつながりを求めることが想定さ
れているように思われる。そこで、入浴習慣や、寒さへの嫌悪や回避は孤独感尺度で測定される
孤独感よりも孤独を嫌悪する傾向（自分を「寂しがり屋」と捉える程度）や人とのつながりを求
める傾向（所属欲求）と関連する可能性を検討した。さらに、育った地域の気温の影響も探索的
に検討した。 
 孤独と関連した尺度のうち、寂しがり屋の自己認知が孤独感、所属欲求よりも身体的な寒さを
嫌い、それをコントロールしようとする傾向と関連していた。身体的な温かさのコントロールを
通じた孤独感の制御は、孤独感尺度で測定される孤独の経験ではなく、孤独を嫌う傾向と想定し
た寂しがり屋の自己認知と結びついていることが示唆された。また、この傾向は育った地域の気
候（最低気温）の影響を受けなかった。ただし、首都圏で育った回答者が大多数であったため、
この解釈には慎重になる必要がある。 
 
（４）まとめ・課題と今後の展望 相互作用場面でのコミュニケーションに寄与する推論過程に
身体的な冷たさ、温かさの経験が与える影響について実験研究によって検討した。身体的な温か
さの経験が相互理解の過大視を促進することが確認できたが、実験参加者が女子大学生に限定
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図 1 伝達者(左)と解読者(右)の正答数の予測と実際  

(エラーバーは標準誤差) 



されており、一般化のためには性別、年齢の幅を広げた実験の実施が求められる。また、視点取
得については、当初の予測と異なり、本研究で用いた実験課題においては、冷たさの経験が視点
取得を促進することは確認できなかったが、温かさの経験が視点取得を必要としない状況での
判断を容易にさせていた可能性が考えられる結果であった。この点については再度実験を行い、
得られた知見が再現されるか確認した上で、その現象の意味について検討することが望まれる。
身体的冷たさ（寒さ）の制御と孤独感の関係については、先行研究とは異なる尺度を用いること
で、孤独を避けたいという傾向と寒さを避けようとする傾向の間に関連を見いだすことができ
たが、これについても対象を広げ、一般化可能性を検討する必要があるだろう。 
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